
一
七
一
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
『
理
学
紀
要
』
に
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ノ
ー
ブ
ル
に
い
る
医
師
か
ら
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
人
痘
法
が
報

告
さ
れ
た
。
一
七
二
一
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
で
始
ま
っ
た
天
然
痘
流

行
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
宮
廷
は
、
囚
人
・
孤
児
を
使
っ
て
人

痘
法
の
危
険
性
を
確
か
め
た
後
、
一
七
二
二
年
に
二
人
の
王
女
に

人
痘
接
種
が
行
わ
れ
た
・
イ
ギ
リ
ス
で
は
人
痘
法
を
是
と
す
る
者
、

非
と
す
る
も
の
に
よ
る
論
争
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
。

一
七
二
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
人
痘
法
受
け
入
れ
が
議
論
さ
れ

た
。
こ
れ
を
提
案
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
一
五
世
の
摂
政
オ

ル
レ
ア
ン
公
で
あ
っ
た
。
パ
リ
大
学
神
学
部
は
人
痘
法
の
実
験
開

始
を
承
認
し
た
。
間
も
な
く
「
人
痘
法
に
疑
問
を
呈
す
る
理
由
」

と
い
う
無
署
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
書
い
た

の
は
パ
リ
大
学
医
学
部
の
学
長
も
勤
め
た
こ
と
の
あ
る
エ
ッ
ケ
で

鋤
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
痘
法
受
け
入
れ
論
争
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あ
っ
た
。
エ
ッ
ケ
は
「
人
痘
法
は
気
候
風
土
の
異
な
る
非
文
明
国

ト
ル
コ
で
、
無
学
文
盲
の
女
性
が
行
っ
て
い
る
方
法
に
す
ぎ
な
い
。

接
種
に
際
し
て
行
わ
れ
る
切
開
の
大
き
さ
、
深
さ
、
接
種
す
る
膿

の
量
等
が
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
新
大
陸
ボ
ス
ト
ン
で
は
行
政
が
人

痘
法
を
禁
止
し
た
。
天
然
痘
の
膿
を
人
体
に
入
れ
る
の
は
文
明
国

が
禁
止
し
て
い
る
毒
矢
と
同
じ
で
あ
る
。
人
痘
法
は
人
が
本
来
持

っ
て
い
な
い
病
気
を
人
工
的
に
体
内
に
入
れ
る
術
で
あ
り
、
神
の

徒
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
受
け
入
れ
て
い
る

か
ら
と
言
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
が
受
け
入
れ
る
理
由
は
な
い
」
と
反

対
し
た
。
エ
ッ
ケ
の
主
張
が
通
り
パ
リ
大
学
医
学
部
は
人
痘
法
の

実
験
開
始
を
否
定
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
学
の
神
学
部
が
賛
成

し
医
学
部
が
反
対
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
人
痘
法
受
け
入
れ
は
、
人
痘
法
が

ま
と
っ
て
い
た
前
近
代
的
な
加
持
祈
祷
・
ま
じ
な
い
と
類
似
し
た

衣
に
惑
わ
さ
れ
、
そ
の
真
価
を
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
神
学

部
と
医
学
部
と
の
確
執
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
対
抗
意
識
、
神
の
領
域

を
お
か
す
と
い
う
宗
教
的
な
問
題
等
が
背
景
と
な
っ
て
、
人
痘
法

が
反
対
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
再
び
人
痘
法
受
け
入
れ
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
そ
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れ
か
ら
三
○
年
以
上
後
の
こ
と
に
な
る
。
人
痘
法
を
再
び
議
論
の

場
に
持
ち
だ
し
た
の
は
数
学
者
コ
ン
ダ
ミ
ー
ヌ
で
あ
っ
た
。
コ
ン

ダ
ミ
ー
ヌ
は
一
七
二
八
年
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
の
地
理
調
査
に
行

き
、
ア
マ
ゾ
ン
で
、
カ
ル
メ
リ
ー
ト
会
修
道
士
が
天
然
痘
流
行
に

際
し
て
原
住
民
に
人
痘
法
を
行
い
、
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。
そ
の
後
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
も
人
痘
法
が
行
わ
れ
、

こ
れ
も
天
然
痘
流
行
の
終
息
に
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
。

そ
の
後
コ
ン
ダ
ミ
ー
ヌ
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
へ
行
き
そ
こ

で
行
わ
れ
て
い
る
人
痘
法
を
見
た
。
一
七
五
○
年
代
に
な
っ
て
人

痘
法
は
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
地
で
は
、
流
行
時
に
で
は
あ
る
が
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
コ
ン
ダ
ミ
ー
ヌ
は
各
地
で
行
わ
れ
た
人
痘
法

と
そ
の
結
果
を
集
計
し
て
一
七
五
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
科
学
院
で
講

演
「
天
然
痘
に
対
す
る
人
痘
法
報
告
」
を
行
っ
た
。

こ
の
人
痘
法
を
百
科
全
書
派
の
啓
蒙
主
義
哲
学
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ル
、
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ら
が
支
持
し
た
。

一
七
六
三
年
に
な
っ
て
、
パ
リ
大
学
医
学
部
は
一
二
人
の
委
員

を
選
び
、
人
痘
法
受
け
入
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら

の
委
員
は
途
中
で
賛
成
派
と
反
対
派
に
分
裂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
報

告
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
一
七
六
六
年
に
パ
リ
大
学
医

学
部
で
投
票
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
賛
成
五
二
、
反
対
二
六
、
棄

権
一
三
と
三
分
の
一
の
反
対
は
あ
っ
た
が
人
痘
法
受
け
入
れ
が
承

認
さ
れ
た
。

人
痘
法
は
各
国
で
医
学
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
に
非
難
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
最
初
に
人
痘
法
を
受
け
入
れ
た
の
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

の
牧
師
と
外
科
医
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

医
師
や
数
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
人
痘
法
受
け
入
れ

の
素
地
を
作
っ
た
の
は
、
国
外
に
脱
出
し
た
ユ
グ
ノ
ー
か
ら
情
報

を
得
た
科
学
者
や
哲
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前

の
フ
ラ
ン
ス
は
封
建
主
義
が
支
配
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
絶
対

的
な
力
を
持
っ
て
お
り
、
新
し
い
改
革
に
は
抵
抗
す
る
傾
向
が
あ

っ
た
。

（
東
北
大
学
国
際
文
化
研
究
科
博
士
課
程
後
期
三
年
）
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